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水素社会実現に向けた東レの取り組み

２０２３年３月６日
東レ株式会社
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第２８回水素・燃料電池戦略協議会
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東レグループサステナビリティ・ビジョン

東
レ
グ
ル
ー
プ
の
革
新
技
術
・先
端
素
材

東レグループが２０５０年に目指す世界

グリーン
イノベーション
（ＧＲ）事業

ライフ
イノベーション

（ＬＩ事業）

東レグループが
取り組む課題

気候変動対策を
加速させる

持続可能な
循環型の
資源利用と生産

安全な水・空気
を届ける

医療の充実と
公衆衛生の普及
促進に貢献する

地球規模での温室効果ガスの排出と
吸収のバランスが達成された世界

パリ協定
SDGs目標7   :  エネルギーへのアクセス確保
SDGs目標13 : 気候変動

資源が持続可能な形で管理される世界

SDGs目標12 : 持続可能な生産・消費

誰もが安全な水・空気を利用し、
自然環境が回復した世界

SDGs目標6   :  水と衛生
SDGs目標14 : 海洋資源保全
SDGs目標15 : 陸域生態系保全

すべての人が
健康で衛生的な生活を送る世界

SDGs目標3   :  健康と福祉
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製造

水素
圧縮機

・風車翼用炭素繊維

水素社会実現に向けた東レの取り組み

輸送・貯蔵 利用

再エネ電力
風力・太陽光等

水素ステーション
水素タンク

水素
水電解
装置

燃料電池自動車、バス、
トラック、船、飛行機

産業用途
（熱需要、製鉄、製油所）

・電解質膜
・CCM
・CP

・電解質膜
・CCM
・MEA

・タンク用炭素繊維
・タンクライナー樹脂

・電解質膜
・CCM
・MEA

・ＣＰ
・ＧＤＬ
・タンク用炭素繊維
・タンクライナー樹脂

水素

東レの技術・製品

CCM ：触媒層付電解質膜, 
GDL  ：ガス拡散層
MEA ：膜電極接合体（CCM＋GDL）
CP ：カーボンペーパー

東レＧは、水素製造、輸送・貯蔵、利用の全てで、幅広く基幹素材を開発

水素

ＣＣＭ
ＭＥＡ

バイポーラ
プレート

炭化水素系電解質膜
生産開始（２０１９年度）

カーボンペーパー（ＣＰ）
ガス拡散層（GDL）

愛媛新工場本格稼働開始
（２０２０年度）

当社先端材料の展開例
固体高分子（PEM)型燃料電池

燃料電池のセル構造

ガス
拡散層

ガス拡散層

バイポーラ
プレート

空気

アノード触媒

カソード触媒

電解質膜

ＣＣＭ
（触媒層付膜）
ＭＥＡ
（膜電極接合体）

独・子会社 Greenerity GmbH
第２工場建設

（２０２２年度）
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水素関連デバイスの構成と原理

水電解 水素圧縮 燃料電池

構成

原理
電気で水から水素を製造

H2O → H2 ＋ 1/２ O2

電気で水素を圧縮

H2 （0.1MPa） → H2 （80MPa）

水素と空気から発電

H2 +
1/２ O2 → H2O

東レ膜
価値

低ガス透過性を活かした
高効率水素製造

低ガス透過性を活かした
高圧水素圧縮

高温駆動性を活かした
高出力密度化

製造 輸送・貯蔵 利用

電解質膜は、水電解、水素圧縮、燃料電池に共通のキーマテリアル
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グリーン成長戦略における水素の位置づけ

カーボンニュートラルの実現には、再エネ電力拡大、非電力分野のグリーン水素活用が重要

民生 1.1億トン

産業
3,0億トン

運輸
2.0億トン

4.5億トン

民生 0.9億トン

産業
3,3億トン

運輸
1.5億トン

3.6億トン

2018年

電化

水素

バイオマス

再エネ
水素・アンモニア

原子力
火力＋CCUS

/カーボンリサイクル

植林、DACCSなど

熱等

燃料等 水電解・
グリーン水素

製造
「再エネ拡大」

再エネ 50～60%
水素・ｱﾝﾓﾆｱ

10%

カーボンニュートラルへの転換イメージ ※日本のエネルギー起源CO2排出量
経産省資料より東レ作成

10.6億トン

2030年ミックス

9.3億トン
（▲25%）

2050年
排出＋吸収で実質0トン

（▲100%）
非電力分野における
グリーン水素の活用

「セクターカップリング」

電化・水素化等で
脱炭素化できない領域

非電力

電力

炭素
除去

メタネーション、
合成燃料
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カーボンニュートラル社会における水素の位置づけ

H2

水電解装置

再エネ電源

Power to Gas

電力系統

熱需要

Power to Ｘ

製鉄 製油所、化学工場
（アンモニア、e-Fuel等）

運輸部門

水素発電

燃料電池
水素エンジン等

産業部門

水 グリーン水素

グリーン水素を熱・輸送燃料・産業用途で活用するセクターカップリングにより、脱炭素化を実現
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「不安定な電力からの水素製造」と「安全な水素貯蔵･輸送」の技術開発から、
水素社会の実装まで、一貫した技術開発・実証を推進

山梨県
企業局

安定した
電力

電力系統

太陽光発電の発電量

水素トレーラー
水素カードル

不安定な
電力

利用
(2021年/6月から

水素供給の試運転開始)

純水素型
燃料電池

(ｽｰﾊﾟｰﾏｰｹｯﾄ)

水素製造

補機コントロール
システム

(

出
力←

)

(→時刻)

水素ガス用圧縮機

直接供給・需要家近傍
再エネ オフサイト

ＥＭＳ 純水素
ボイラー

(半導体工場)

1.5MW（最大2.3MWｓ）
PEM型水電解装置

貯蔵・輸送
（再エネ オンサイト）

社会実証で
｢水素｣を利用

高品質な
｢水素｣を供給

再生可能エネルギー
米倉山発電所

CO2フリー水素社会構築を目指した

NEDO委託事業： P2Gシステム技術開発・実証（2016～2022）

東レは、日立造船と共同で、国内初のＭＷ級ＰＥＭ型水電解技術開発・実証を推進
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Gate

山梨県
企業局

山梨県米倉山P2G実証システム構築状況

PRODUCTIONOverview

TRANSPORTATION

UTILIZATION
山梨県・米倉山電力貯蔵技術研究サイト

水素技術センター
水素出荷設備

太陽光発電

PEMポンプ
小口出荷設備

P2G実証研究棟

電力貯蔵技術
研究サイトゲート

スーパーマーケット向け
水素出荷カードル

半導体工場向け
水素出荷トレーラー

500ｋW
大型水電解槽３機

1.5MWPEM型水電解槽（日立造船殿・東レ）



10Copyright 2023 Toray Industries, Inc. All Rights Reserved.

大規模ＰＥＭ型水電解装置の開発、熱需要の脱炭素化実証
経産省／ＮＥＤＯ グリーンイノベーション基金事業

事業の目的・概要

 山梨県企業局、東京電力ホールディングス株式会社・東
京電力エナジーパートナー株式会社、東レ株式会社、日
立造船株式会社、シーメンス・エナジー株式会社、三浦工
業株式会社、株式会社加地テック

実施体制

2021年度～2025年度（5年間）
事業期間

事業規模等

事業イメージ

※太字：幹事企業

 余剰再エネ等を活用した国内水素製造基盤を確立し、先行する海外市場を獲得するために、PEM型水電解装置コストを
2030年までに6.５万円/kWまで引き下げることを目指す。

 そのため、既存事業*等の知見を活用しつつ、PEM型水電解装置の大型化・モジュール化や、耐久性と電導性に優れた膜の実
装、水素ボイラーの燃焼効率向上等に関する技術開発を行う。

 また、16MW級の水電解装置を関連設備とともにモジュール化して、パッケージとして需要家に設置。水素ボイラーを用いて熱の
脱炭素化に向けた実証を行う。

 事業規模：約140億円

 支援規模*：約100億円

*インセンティブ額を含む。今後ステージゲート等で事業進捗等に合わせ合理化見込み

 補助率等：2/3 → 1/2（インセンティブは10%）

出典：山梨県企業局等

モジュール連結式装置の
プロトタイプを製作・実証試験数MW標準モジュール開発

100MW級モジュール連結式システム米倉山1.5MW装置

モジュール連結式システムイメージ

16MW級

本基金事業の開発内容

標準モジュールイメージ 大規模モジュール連結式
システムイメージ
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国内初のP2G事業会社「やまなしハイドロジェンカンパニー」設立

50% 25% 25%

産業分野におけるカーボンニュートラル
✓ 電化が難しい領域における化石燃料からのエネルギー転換

事業目標

「水素等の製造、供給、販売並びにエネルギーサービスに係る事業」、
「水素等の製造、貯蔵、輸送に係る技術開発並びに実証事業」、
「水素等の利用の普及、拡大に係る事業」等に取り組んで参ります。

2022年2月設立

Overview

H2 Production

Transportation Utilization
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サントリー天然水 南アルプス白州工場
サントリー白州蒸溜所

山梨県北杜市

1万6000kW！ PEM P2Gシステム によるグリーン水素実証サイトを発表！

エネルギーのトランジションを切り開くコンソーシアムメンバー
グリーンイノベーション基金事業
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H2

東レ「炭化水素系電解質膜」を実装した、

革新的なシーメンス・エナジー水電解装置「Elyzer」を実現し、

グローバルなグリーン水素サプライチェーンの構築を目指します。

シーメンス・エナジーと東レ パートナーシップを締結
PEM型水電解を用いたグリーン水素製造により、カーボンニュートラル社会実現に貢献
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インドの工場における効率的な熱運用を実現するための水素技術開発
エネルギー消費の効率化等に資する我が国技術の国際実証事業

⚫ インドのマルチスズキの主要工場での脱炭素化
⚫ 水素とヒートポンプによる我が国技術のコンビで脱化石燃料

インドの工場における効率的な熱運用を実現する
ための水素技術等実証要件適合性等調査

グリーンイノベーションの成果 目標 世界へ展開

カーボンニュートラルに向けた熱供給マルチスズキのマネサール工場
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経産省資料より東レ作成

太陽光と陸上風力から製造したグリーン水素の将来コスト

先端素材の力で、グローバルなグリーン水素サプライチェーンの構築に貢献

２０５０年カーボンニュートラルに向けた東レの取り組み

世界各国において、数100MW～GW級の水電解装置の
導入が検討されており、世界の水電解装置メーカー・
部素材メーカーの競争が激化している。

要望：
１）大規模水電解装置の国内・国際実証
２）大規模水電解装置・部素材の生産技術開発
３）日本の水素関連産業の国際競争力確保の観点から、

水電解・燃料電池関連の部素材（膜・CCM等）・
スタック・システムの日本国内製造のための設備投資

４）先行する海外市場獲得に向けた、再エネ資源国での
大規模グリーン水素製造プロジェクトへの参画、
両国官民共同での国際連携フレームワーク構築

５）グリーン水素値差支援の早期運用開始などについて、
更なる国のリーダーシップとご支援をご検討頂きたい。



MATERIALS CHANGE OUR LIVES.

素材には、社会を変える力がある。
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